
生徒の皆さんへ 
校長 秋 元 達 也 

今後の日程のポイント 

①25 日まで休業延長となりましたが，25 日の修了式は短縮した形で実施し，同日離任式

も行います(午前中に全日程を終了する予定です)。 

②今後のことや追加課題についてはこの webページに記載しますので，チェックを怠りな

く。 

 来週月曜日からの学校の再開、そして皆さんとの再会を心から楽しみにし、様々な準備も進めてい

たのですが、残念ながら３月 25日まで休校延長となり、それは叶えられなくなりました。 

 今回の新型コロナウィルスに係る一連の騒動から、私たちはいろいろなことを考えさせられます。万

能と考えられていた文明が、目に見えない小さなウィルスによって脅かされるという脆さ（これは、先の

大震災の際にも感じたことです）、グローバル社会において人の行き来が盛んになることがもたらす

負の側面、さらには一斉休校という事態で明らかになった、労働環境基盤の未熟さ・・・。あげればき

りがないのかもしれません。 

 しかし、これは卒業式の式辞で卒業生にも伝えたことなのですが、人類はこれまでも様々な危機に

直面してきました。疫病、戦争、天災・・・。しかし、どのような危機に対しても、最終的には人類はその

危機を乗り切り、そして今日まで発展を続けてきました。現在の状況が人類にとっての大きな危機で

あることは間違いありませんが、しかし必ず人類は、叡智と勇気を結集し、この危機を乗り切るに違い

ない。その先に広がるのは、希望に満ちた世界であり、その世界の主人公こそ、自らの将来のために

刻々と努力を続けている若き皆さんである、そう確信し、以下のお願いをします。 

 状況を傍観し、漫然と待っているだけではいけません。現在の状況は、逆にこれからの世界や社会

のあるべき姿を考え、その中で自分の個性・特性・人間性がどう活きるかを見定める絶好の機会で

あるとも言えます。ぜひそのような観点から、自分自身の生き方・生きる道についても主体的に（我が

こととして）考える時間を持ってください。 

 一方で、皆さんの進路決定スケジュールは刻々と進んでいきます。特に共通テスト初年度に挑む２

年生諸君は様々な不安を感じていることでしょう。この１月間のロスを取り戻すために、学校再開後は

例年以上の密度でロケットスタートを切ります。それに対応するために、後日、各教科からこの web

サイトを通じて、最低限こなしておくべき課題を提示します。掲載したらただちに安心安全メールでも

連絡しますので、そういう目的があっての課題であるということをしっかりと認識し、真剣に取り組んでく

ださい。 

 年度末行事のうち、25 日の修了式については、休校期間ではありますが、次年度に係る重要な連

絡等も多いことから、短縮した形で実施する予定です。修了式に引き続き離任式も実施します。この

日は通常の時間に登校を完了してください。 

 なお、始業式をはじめとする年度初めの行事については、このページで逐次連絡しますので、チェ

ックを欠かさないようにしていてください。 

 その他、部活動のことなど、いろいろと懸念材料はあるかと思いますが、今は全員で歯を食いしば

って我慢し、全員で乗り切り、そして全員元気に学校再開の日に頑張ったお互いを称えあいましょう。 


